
　アポロさんが委員長を務める「ナンサ
ナ・クリーニングクラブ」には100 人程の
若者たちが所属し、月1回、市場や学校
の清掃活動や新型コロナウイルス感染予
防の啓発活動などを行っています。その活
動は国際的な注目を集め、2020 年、アポ
ロさんと団体は“25 Under 25: Leaders 
Changing the Game 2020” をはじめ、
複数の国際的な賞を獲得しました。
　「生まれ育った町をよくしたい！」という
彼の志の旅は、すでに始まっています。

苦難の中でも笑顔を絶やさないアポロさん。日本で公共政策を学び、将来は母国ウガンダの "フューチャーリーダー "を目指す

Repor t  on Ash inaga’s  Ac t iv i t ies  in  Af r ica

一般財団法人あしなが育英会

アフリカ遺児支援レポート

* フューチャーリーダー奨学金
あしながウガンダレインボーハウスで毎年 1名、
優秀な中学生に中等教育の費用として提供され
る奨学金。中高６年間の就学を支援します。

　それまでのゆったりとした口調とは

打って変わり、目の奥に強い光を宿しな

がら熱く語るのは、ウガンダ出身のアポ

ロさん。

　「ウガンダの生活は、日々厳しくなってい
ます。朝目覚める度、何もやることがない
ことに気づき、このままではいけないと思
うのです。私は、家族や隣人の暮らしを
よくしたい。苦しんでいる人たちみんなを
助けたい。私は、この状況は変えること
ができる、私にもできることがあると思い
ます。毎日目に映るすべてのシーンが、自
分を突き動かすモチベーションなのです」

　4 歳で父親を亡くし、小学生の頃は金

属屑などを集めて学費を稼ぎました。そ

れでも学校には行けたり行けなかった

り。あしながウガンダレインボーハウス

から提供された本や筆記用具を使って、

独学で勉強を続けました。

　小学校修了時、レインボーハウスの

フューチャーリーダー奨学金＊に応募し、

国内指折りの中学校に進学。2019 年にア

フリカ遺児高等教育支援 100 年構想奨学

生にも採用され、国際基督教大学（東京

都）に合格しました。しかし、コロナ禍

による渡航制限により来日が延期に。そ

こで彼は、逆境を逆手に取って町の衛生

環境改善活動に取り組むことにしました。

コロナ禍で生活悪化…　夢は捨てない !

セニャンゲ・アポロさん

ウガンダ出身 100年構想第 6期生

国際基督教大学に合格 !
出国解除を待つ日々。

2021 夏号
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ロックダウン、学校閉鎖から 1年…
厳しい状況でも、負けません！

コロナ禍でのウガンダ

2020
4

ウガンダ政府によるロックダウン発令で国中
の学校が閉鎖に

テラコヤも閉鎖し、レインボーハウスの活動も休止

レインボーハウス登録家庭への緊急支援実施

2020
7

ロックダウンの制限緩和。登録家庭を回り、
教材配布や学習支援を実施

2021
4

学校再開。テラコヤ４、5年生のみ短時間授
業が再開可能に

テラコヤでも授業やサッカー教室を再開

2021
6

国内感染者増加のため、再びロックダウンが
発令。学校が再度閉鎖に

▲ 最上部左：2021年4月、1年ぶりに開校したテラコヤに子ども達が戻ってきた。久しぶりの授業に先生も熱が入る
右：朝礼風景。手前のタンクはコロナウイルス感染対策の消毒液。6月には再度ロックダウンになり、学びの場が遠のいてしまった

あしながウガンダ
レインボーハウスとは ?

　「あしながウガンダ」は、ウガンダ共和国
ナンサナ地区にあるNGO団体です（2001
年設立）。主にナンサナ市の親を亡くした子
どもたち約 1000人を対象に、奨学金や心
のケアプログラムを提供しています。同団
体が 2003年に設立した「あしながウガン
ダレインボーハウス」では、2008年から
基礎教育支援としてテラコヤ事業を開始。9
歳から 17歳までの約 100名の子どもたち
が読み書き算数などを学んでいます。

M
essageM
essage

　コロナで 1年も学校が閉まって、４月に学校に
戻れると聞いた時はとても嬉しくてワクワクしま
した。学校に行けない間、もう学校に通えなくなるん
じゃないかと不安になることが何度もありました。それに、
何人かの友達が妊娠したと聞いてガッカリしました。
　学校に通えている時は、世界で一番幸せな気分です。多く
の子たちが学費を払えず学校に戻れない中、私はお医者さん
になるという夢のために一生懸命勉強することができます。
あしながさん、いつもたくさんの愛をありがとうございます。
みなさんが健康でいられることを祈っています。一緒にコロ
ナに負けないように全力を尽くしましょう！

ナントゥンブウェ・アネット（テラコヤ 5年生・女子）

　僕は 2020年を忘れることができません。お母さん
を亡くし、希望を失くした年でした。学校が閉まると

聞いたときは混乱しました。僕のお母さんは病気で働けないの
で一日一食も食べられない日々が続きました。お金がなかった
ので薬も買えず、僕のお母さんは死んでしまいました。それでも、
学校がまた始まると聞いて僕は希望を取り戻しました。これか
らも勉強を続けることができます。僕にとってあしながさんは
とても大切な存在です。いつも本当にありがとうございます。

ルレ・ジョン（テラコヤ４年生・男子）

M
essageM
essage

あしながウガンダ事 業
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SOLTILOサッカー教室

* Soltilo Familia Soccer School Africa （SOLTILO） 
アフリカ諸国にて、スラム街に住む子ども、元ストリートチルドレンの子ども、HIVエイズ
で親を亡くした子どもなど、機会に恵まれない子どもたちを対象に、子どもたちの世界を拡
げるきっかけ作りとして３つの「機会」（「無償のサッカー教室」「サッカーアカデミーへの
入団」「サッカー以外の才能育成」）の提供を行っています。プロサッカー選手の本田圭佑氏
がプロデュースする活動です。

　アフリカ各国で機会に恵まれない子ど

もたちのためのサッカースクールを展

開 す る Soltilo Familia Soccer School 

Africa（以下、SOLTILO）＊は、2021 年

4 月から 6 月までの２か月間、テラコヤ

の子どもたちのために無償のサッカー教

室を開催してくれました。

　SOLTILO は、子どもたちがサッカー

以外の分野でも自らの才能を見いだせ

るよう、社会見学や体験学習の機会も

提供しています。5 月中旬にはテラコヤ

プログラムから 5 名の児童が職業体験

に参加。ウガンダにある数少ない日本

食レストランの一つ「YUJO IZAKAYA 

RESTAURANT」を訪問し、キッチンや

ホールの仕事を体験しました。子どもた

ちからは「今度は料理を作ってみたい」

との意欲的な声も上がり、貴重な機会を

堪能したようです。

▶ 2019年の授業風景
1クラス 20名、合計 100
名が毎日テラコヤへ通い、
勉強に励んでいた。ランド
セルは日本からのご寄付 

▲ 職業体験に選ばれたテラコヤ 5年生たち
マスクはウガンダに在住する日本人学生が手
縫いで製作、110枚を寄付してくれた 

▲ 日本食レストランで調理
の様子を見学。「僕も作って
みたい！」と興味津々 

知ろう !
アフリカ

小学校って
無償じゃないの ??

　ウガンダの初等教育は日本と同様
無償ですが、ペンやノート、指定の
制服や靴の購入費、健康診断料、学
校修繕費、給食費などなど、学校に
通うために子どもが負担する費用が
たくさんあります。さらに、安定し
た収入源のない家庭では子どもたち
も大事な働き手です。物売りなどを
して家族を支えるのに忙しく、学校
を辞めてしまう子どもが多くいます。

 ©SOLTILO

　「学校が閉まっている
間、もう友達とサッカーがで

きないかもしれないと思っていたの
で、またサッカー教室が始まると聞いて
本当に嬉しかったです !  看護師になるとい
う夢のために毎日勉強を頑張っていますが、
サッカーも大好きで、練習するときはい
つも本気で取り組んでいます ! 」

ナカカンデ・マジョリン
（テラコヤ 4年生・女子）
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100年構想生の道のり 

 　100 年構想生のマリアン・ギチェルさ

ん（慶應義塾大学 2 年生）の志は、母国

ケニアにおける若年妊娠・出産という社

会問題に取り組むことです。法律で中絶

が禁じられているケニアでは、若くして

望まない妊娠をしても、大きなリスクを

払って出産しなければなりません。さら

にこの問題は、若い女性たちから教育を

はじめ様々な機会を奪っています。 

　2021 年 2 月に行われた「100 年構想生

のつどい」に参加したマリアンさんは、「多

くの先輩や卒業生があしながでの活動経

験を生かして母国に貢献していると知り勇

気が出ました。私は『ケニアにおける 10

代の母親の経済的自立』をテーマにあし

ながプロポーザルに取り組んでいます。来

年のつどいで発表するのが楽しみです ! 」

と、ますます意欲を燃やしています。 

* あしながプロポーザル
100年構想生の義務事項の一つで、4年間の大学生活を通して、自身の成し遂げたい「志」
を実現可能にするためのプロジェクト計画をたてる活動。

ウガンダまたはセネガルでの事
前準備期間を経て日本をはじめ
とする世界中の大学に進学 

▲ 100年構想生のつどいに参加するマリア
ンさん。全国から総勢 60名の 100年構想
生がリモート参加した

1 学生選抜

次世代のリーダーと成り得る
潜在力をもった学生を、サブ
サハラ・アフリカ地域の各国
から毎年 1名選抜 4 卒業・就職

5 祖国への貢献

卒業後は母国やアフリカ大陸
に戻り、それぞれの立場でよ
りよい社会を作るために貢献 

2 勉強合宿＆
　　渡航前合宿 3 大学進学

大学在学中も、サブサハラ地域での
インターンシップや、あしながプロ
ポーザル＊の作成を義務付け、課題
解決思考や行動力を醸成

2021年度はアフリカ40か国のパートナーの協力のもと、オンライ
ンで採用活動を行いました。今回は応募者の学力レベルが高く、
より優秀で志のある若者たちを採用することができました。 

 ・  2021年度は 38か国から45名を採用！
 ・  応募申請数は2,348件で合格率2％
・  初めてスーダンから100年構想候補生
を採用 

第 8 期生
採用活動・選考

100年構想とは ? 

　「あしながアフリカ遺児高等教育支
援 100年構想」とは、サブサハラ・ア
フリカ地域 49か国の各国から毎年 1
人ずつ優秀な遺児を選抜し、日本を
はじめ世界中の大学に留学する機会
を提供することで、将来様々な分野
で活躍し、母国の発展を担うリーダー
を育成しようという活動です。この
活動で日米欧ブラジル等の世界有数
の大学に留学する学生を 100年構想
生といい、2014年度採用の 10名を
皮切りに、2020年度までに累計 200
名以上が世界の大学へ入学しました。 

10代で妊娠・出産するケニアの女性たちに自立の機会を !
～マリアンさんの “あしながプロポーザル” ～ 
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 日本国内の100年構想生数 

　2021 年 1

月 23 日の午

後。 埼 玉 県

立 浦 和 第 一

女子高等学校（さいたま市浦和区）の教

室では、生徒たちが画面越しの留学生の

話に耳を傾けていました。

　この日行われたのはオンライン交流会

「Cross Cultural Talk」。同校の生徒 21

人と 100 年構想生 7 人が集まり、100 年

構想生の出身国である 7 か国のグループ

にわかれて、各国の文化や教育事情、社

会問題などについて話をしました。

　ナイジェリア出身のチゲメズさん（岡

山大学 1 年）は「数多くの民族がいる

ので、食べ物やお祭りにバラエティーが

ある」と紹介。それに対し、参加した高

校生からは後日、「ナイジェリアのこと

を身近に感じるようになり、新聞でナイ

ジェリアの記事があると必ず読むように

なりました」との反応が。双方にとって

刺激的な学びの機会となりました。

山梨県（1）
山梨学院大学 1

愛知県（1）
名古屋大学 1

大分県（5）
APU立命館
アジア太平洋大学 5

福井県（1） 
福井大学 1

京都府（7）
同志社大学　2
立命館大学　5

兵庫県（5）
関西学院大学 3
兵庫県立大学　1
神戸学院大学 1

岡山県（8）
岡山大学 8

広島県（1）
叡啓大学 1

茨城県（1）
筑波大学 1

栃木県（1）
足利大学 1

埼玉県（5）
東京国際大学 5

神奈川県（4）
東海大学 3
横浜国立大学 1

東京都（17）
慶應義塾大学 3
工学院大学 1
国際基督教大学 2
東京都立大学 1
上智大学 1
法政大学 3

武蔵野大学 1
早稲田大学 2
東洋大学 1
東京日本語
教育センター 2

　元あしなが奨学生で元本会職員でも

あるマトブ・ジョセフさん（34）が、

2021 年 2 月 3 日、ナンサナ市長に当選

しました。任期は 5 年間。力を入れた

いのは教育、医療と人材育成、そして

国際化だといいます。

　「ナンサナを世界に開放したい。特に、

日本とナンサナの懸け橋になりたい」

　ナンサナで生まれ育ったマトブさん

は 11 歳で両親を亡くし、レインボーハ

ウスに通い始めました。2010 年、100

年構想事業の先駆けとなった留学制度で

早稲田大学に進学。留学中に、日本の様々

な制度が住民に責任感を持たせているこ

とに気づき、「私たちも自ら行動して国

を変えないといけない」と思うように。

大学卒業後はあしなが育英会に就職。6

年後、地元コミュニティに役立ちたいと

退職して帰国し、ナンサナ市長に立候補

する準備を始めました。

　「安定した仕事を辞めて不確実な政治

家の道を行くのは間違いだと散々言われ

ました。だけど、母国に帰っても成功で

きることをウガンダの後輩たちに証明し

たかったのです。みんな、仕事が少ない

母国に帰るのは正直怖い。だからこそ、

環境は自分の手で変えられるものだと示

したかったのです」

　日本での経験を経て目標を実現し、政

治家としての第一歩を踏み出したマトブ

さん。「あしながという素晴らしいファ

ミリーのおかげで今の自分がいる。本当

に感謝しています」。

　温かな自信に満ちたその姿は、彼のコ

ミュニティと後輩遺児たちに大きな希望

を与えています。

▲ 「私たちは誰もが素晴らしいことを達成
できる。大事なのは始めること」

奨学生OB、母国ウガンダの市長に !
～挑戦する勇気をくれたのは日本での体験でした～ 

“アフリカ”って“十人十色”
～高校生と100年構想生の交流会～

61計 名

知ろう !
アフリカ

遺児が大学に
進学することの重みとは

　日本の大学進学率は約 54％、短大・
専門学校等を合わせると約 81%。サ
ブサハラ・アフリカ地域の国々の高等
教育進学率は 2％から 40％まで国に
よるバラつきが大きいですが、平均す
ると9％（2018年）。100年構想生
の中には、経済的な理由で何度も高
校を辞めざるをえない経験をしなが
ら、自ら働いたり、縁者や教会の支
援を得てなんとか学費を工面し高校
を優秀な成績で卒業した学生が多く
います。大学に行くことは大きく未
来が開けることを意味し、その分家
族やコミュニティからの大きな期待も
背負います。自分のためだけでなく、
家族や社会、国のために大学で学び
たいと考える学生が多いのは、こう
いう背景があるのかもしれません。 

秋田県（2）
国際教養大 2
福島県（2）
会津大学 2
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■私の志 私は今年、大学 3年生
で、経済や国際マーケティングの新しい授業が楽しく、モ
チベーションを高く勉強に取り組んでいます。 
　私の母国セネガルは、イスラム教の文化や伝統を深く信
じ尊重しているので、男女共同参画は年配者の間ではデ
リケートな話題です。そのため、多くの女性が健康や職業
に関して苦しんでいます。私の志は、そのような状況で困っ
ている女性や少女たちが、自由に表現し必要とされている
支援が得られるようなプラットフォームを構築することで
す。このプラットフォームは、自分の意見やアイデアを発
信したい女性の声を代弁し、女性の地位の向上について
啓発してゆきます。また健康面では、女性特有の病気や
妊娠などで抱える問題の解決策を探り、支援につなげて
いきます。 
　このプロジェクトを通して、私は周囲の人々と協力し、
話を聞き、問題とその解決策を見つけること、新しいアイ
デアを生み出すことなどを学ぶことができます。そして何
よりも、私自身もひとりの女性として、周りの女性たちに
刺激を与え、社会の中でよりよい存在になる価値があるこ
とを知ってもらえるような人になりたいと思います。

▲神奈川県・男性

アストゥー・ンジャイ
東京国際大学
商学部商学科 ３年   

セネガル共和国
日本で勉強している100年構想生から

みなさまへ、直筆で
お礼の手紙が届きました。

アフリカあしながさん

ありがとう!!

あしながさんからの

お便り
　アフリカ遺児へのあたたかいご支援をいただき
ありがとうございます。
　日々、振込用紙にいただいたコメントやご寄付
に同封されたお手紙に、とても励まされています。
　アフリカ遺児支援への振込用紙に記載いただい
たコメントやお手紙の一部をご紹介します。

からの

　アフリカ遺児へのあたたかいご支援をいただき
ありがとうございます。
　日々、振込用紙にいただいたコメントやご寄付
に同封されたお手紙に、とても励まされています。
　アフリカ遺児支援への振込用紙に記載いただい
たコメントやお手紙の一部をご紹介します。

〒 102–8639 東京都千代田区
平河町 2丁目 7 − 5 砂防会館 4F
一般財団法人あしなが育英会

寄付課宛

アフリカあしながさんからの
お便りを募集しています !
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▲東京都・男性

送付先はこちら

▲山梨・男性

▲東京都・女性



■私の志 私は今年、大学 2年生を
迎え、今年初めての対面授業で教授やク

ラスメートと直接交流できることがとても嬉しいです。また
東京のあしなが心塾で塾生長補佐として、学生寮の職員と留
学生の懸け橋になれるように、学業との両立も含めて一生懸
命に取り組み、充実した学生生活を送っています。 
　母国マダガスカルでは、エネルギー不足が深刻な問題です。
地方には今でも電気が通っていない地域があり子どもたちが
夜、電気の灯りをつけて勉強することができません。この問
題を解決するため、現在大学では、再生可能エネルギーやグ
リーンエネルギーについて学んでいます。そして将来は、日
本で学んだことをマダガスカルに持ち帰り、各地域にある資
源を使って新しい電力開発プロジェクトを行いたいです。 

ニライナ・ラライアリマナナ
東京都立大学
都市環境学部基盤環境学科 2年

■私の志　私は、故郷のどんな家庭でも使え
るバイオガス発電システムを開発したいと思っています。ウガンダ
にはたくさんの天然資源がありますが、多くの家庭に電気と水道
が設置されていません。このため、いまだ多くの学生が小さな蝋
燭や、月の光のもとで勉強しています。この状況は初等教育に大

きな影響を与えています。これらの困難を解決した
いと考えています。  

ブライアン・トゥムシメ
工学院大学
先進工学部生命化学科 3年 

ウガンダ共和国

マダガス
カル共和国

セネガル共和国セネガル共和国
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あしながウガンダ事務所
現地代表交代のお知らせ

■ 離任のご挨拶　

　 今 村  嘉 宏

　4 月末を以って、あし
ながウガンダ現地代表
を離任いたしました。
　4 年間の在任中、新寺子屋校舎建設とい
う、あしながウガンダレインボーハウスに
とって大きな出来事がありました。また、
2020 年は、コロナによる都市封鎖で学校教
育は一年間、遠隔対応を余儀なくされまし
た。新校舎開校直後であり、子どもたちの
落胆ぶりは言葉に表せないものでした。
　そして、この都市封鎖により、わたくし
たちが支援する子どもたちは、いわゆる

「ニューノーマル」には程遠い環境にいるこ

とを認識させられました。彼らの生活環境
は、インターネットはおろか、水、電気等の
基礎インフラも十分に整っていません。教
育のみならず、生活全般において影響を最
も大きく受ける家庭です。 図らずも、あし
ながウガンダの子どもたちに対してどのよ
うな支援が必要なのか、改めて考えさせら
れる機会となるとともに、このコロナ禍にお
いて、皆様からのご支援が子どもたちにとっ
ていかに大きなものであるかを感じました。  
　末筆ながら、在任中の温かいご協力に対し
て改めて感謝申し上げますとともに、引き続
きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

■ 着任のご挨拶

　 立 岡  悠

　この 5 月よりウガンダ
現地代表としての任を受
けました、立岡です。

　あしながウガンダへは 2018 年より 100 年
構想の業務で心塾に赴任しており、現在 4
年目となっております。ウガンダ赴任前は東
京本部にて学生事業や海外インターン事業
に携わっていました。海外の駐在はガーナ、
タンザニアに続き、3 か国目になります。お
よそ 20 年近く続いてきたあしながウガンダ
の歴史・携わってこられた方々の想いをしっ
かり引き継いでいきたいと思います。またコ
ロナ禍でどのような基礎教育支援、遺児支
援、リーダー育成を行っていけるのか、スタッ
フとともに考え事業をアップデートしていけ
るよう努めていきたいと思います。再び赴任
して早々のロックダウンでなかなか思うよう
には進みませんが、一つずつ形にできるよう
プログラムを運営していきます。皆さまもコ
ロナ禍の影響をそれぞれに受けているかと思
いますが、ナンサナ・ウガンダの状況も継続
的にご報告しますので、応援よろしくお願い
いたします。 



0120-916-602 （寄付課直通フリーダイヤル）

supporter@ashinaga.org 

https://www.ashinaga.org/
support/donation/ 
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アフリカ遺児支援に対する
ご寄付のお願い

　あしなが育英会およびあしながウガンダでは、アフリカの

遺児に対して様々な教育機会や心のケアを提供しています。

　いただいたご寄付は、奨学金をはじめ、学用品、勉強合宿

やテラコヤなどの教育費、ケアプログラム、リーダーシッププ

ログラム支援費として、大切に使わせていただきます。 

　「あなたにとって教育とは」というテーマ
で、あしなが育英会が支援する世界各国の遺
児学生やボランティアが自らの経験や想いを
言葉にした作品を集めた詩集です。24か国
から集まった 41編の詩には、歩んできた厳
しい道のりや、その中でも希望を見失わない
強い心、教育への願い等があふれています。 

　経済的な理由で夢を諦めることなく、教育
を通して自らの可能性を思い切り羽ばたかせ
ることができるように―そんな想いで遺児た
ちを支えて下さっているあしながさんに読ん
でいただけければ幸いです。ご希望の方は寄
付課（本ページ下部参照）までお気軽にお問
合せ下さい。 

子どもたちの想いがつまった詩集『Poetry Anthology：すべては文字からはじまった』

一般財団法人あしなが育英会　〒 102-8639東京都千代田区平河町 2-7-5 砂防会館 4階　TEL：03-3221-0888（代表） 

　「あしながウガンダ」は、ウガンダ共和国ナンサナ地区に
ある NGO団体です（2001年設立）。主にナンサナ市の親を
亡くした子どもたち約 1000人を対象に、奨学金や心のケア
プログラムを提供しています。同団体が 2003年に設立した
「あしながウガンダレインボーハウス」では 2008年から基
礎教育支援としてテラコヤ事業を実施しており、9歳から 17
歳までの約 100名の子どもたちが読み書き算数などを学んで
います。小学校に通うことすら諦めていた多くの遺児たちが、
奨学金やテラコヤによって心置きなく勉強し成長する機会を
得られています。子どもたちの未来を切り開くあしながウガ
ンダの活動を一緒に支えていただけませんか？ 

＊ 郵便局備え付けの青色の払込取扱票でお振込みされる際は、
下記の口座情報をご記載ください。

郵便局（ゆうちょ銀行）からのお振込み＊

加入者名：あしながアフリカ遺児教育支援
口座番号： 00150-3-734125

あしながウガンダ事業に関するお問合せ

ugandaoffice@ashinaga.org

あしながウガンダ事業
へのご支援

ゆうちょ銀行以外の銀行、コンビニエンスストアからのご寄付や、
ウェブサイトからのクレジットカードと Pay-easy（ペイジー）に
よるご寄付もご利用いただけます。ゆうちょ銀行専用振込用紙やコ
ンビニ振込用紙のご請求、銀行口座のご案内につきましては、寄付
課までお気軽にご連絡ください。また、通常のご寄付のほか、遺贈
のご相談も承っております。

ご寄付に関するお問い合せ

　「あしながアフリカ遺児高等教育支援 100年構想」とは、
サブサハラ・アフリカ地域 49か国の各国から毎年 1人ずつ
優秀な遺児を選抜し、日本をはじめ世界の大学に留学する機
会を提供することで、将来様々な分野で活躍し母国の発展を
担うリーダーを育成しようという活動です。 
　教育を通じて潜在能力を開花させ、アフリカの未来をつく
り日本との懸け橋になる高い志をもったリーダー人材を育成
する活動に、一緒に取り組んでいただけませんか？ 

アフリカ遺児高等教育支援
100年構想

へのご支援

＊ 郵便局備え付けの青色の払込取扱票でお振込みされる際は、
下記の口座情報をご記載ください。

郵便局（ゆうちょ銀行）からのお振込み＊

100 年構想に関するお問合せ

supporter@ashinaga.org

加入者名：ウガンダ 虹のかけはし会員
口座番号： 00120-0-568630
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